


厚木市制７０周年記念ロゴマーク



～明日へ「たすき」をつなぐ主要施策～

子育て・教育で選ばれるまち の実現

災害から命と暮らしを守り抜くまち の実現

福祉の充実による住みやすいまち の実現

魅力あふれる厚木 の創造
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未来へと天高く け昇る

あつぎ予算２０２４



◆学校給食費無償化対応

食物アレルギーなどで給食の提供を
受けられない市立小・中学校の児童・
生徒や、私立学校、特別支援学校など
に通う子どもの保護者に市立学校の給
食費相当額を助成します。
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◆小中学校学校給食費
相当額助成事業

未来を担う子どもたちの食の環境を社
会全体で支えるとともに、保護者の教育
に係る負担を軽減するため、市立小・中
学校の給食費を無償化します。

Pick Up

学校給食費無償化
県内初

新規

新規
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※ 2024年度は
小学校3校、中学校11校に設置
３年間で全校に設置予定

安心・安全で快適な教育
環境の確保と、災害時の避
難所としての機能強化のた
め、市立小・中学校の体育
館に冷暖房設備を設置しま
す。
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Pick Up

新規体育館冷暖房設備設置事業





かなちゃん手形１年券の助成額を拡大

１回100円で乗車できる高齢

者バス割引乗車券「かなちゃん

手形」の１年券の助成額を拡大

します。

拡 大

【自己負担額】

6,000円 ３,000円→
（助成額 4,800円→7,800円）

２

高齢者外出支援事業 拡大
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拡 大

２

拡大

Pick Up

●高齢者タクシー利用（令和５年12月から拡大）
85歳以上の方と

介護認定４・５の方
70歳以上84歳以下で自動車運転
免許を有しない方まで拡大

対象

助成
１枚400円の助成券

年間で 48枚 交付

●シルバーチケット
満６５歳以上の方について、入浴施設、映画鑑賞、トレーニング、プールの
利用料金を助成。（助成額や回数は施設により異なる）

「交付申請書兼引換書」を持参すれば、地区市民センターで土日も交付

年間で12枚 交付

※厚木北地区市民センターを除く。

高齢者外出支援事業



２

成人保健予防接種事業 拡大

帯状疱疹予防接種費用の一部助成を新たに開始し、経済的
負担を軽減するとともに、疾病の発症の予防につなげます。

新たに帯状疱疹予防接種費
用の一部を助成

【対 象】50才以上の方
【助成額】不活化ワクチン

＝各10,000円（2回）
生ワクチン
＝5,000円
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Pick Up

生活利便性を高めると
ともに在宅での自立した
生活を支援するため、補
聴器購入の助成額を拡大
します。

【助成額】
１万円 → ２万円

（１万円増額）

２

日常生活用具給付等事業 拡大



災害に備え、食料・
乳幼児用ミルク・給水
用具・避難所での生活
用品などを購入し備蓄
します。

能登半島地震などの
教訓を生かし、災害へ
の備えを充実させてい
きます。

３

防災備蓄品整備事業

Pick Up

拡大



市内全域の建物・地形の高さや形
状などを三次元化し、都市空間その
ものをデジタル上で再現した“３Ｄ
都市モデル”に、各種ハザード情報
等を重ね合わせた「あつぎ３Ｄデジ
タルマップ」を市ホームページで公
開しています。

■浸水想定区域及び土砂災害（特別）警戒区域

■液状化分布

３

あつぎ３Ｄデジタルマップを公開
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厚木北公民館完成イメージ

厚木市民朝市をはじめ、夕焼け市、農産物の直売、農業ま
つりなどの開催をサポートし、地産地消を推進していきます。
※市民朝市は11月に50周年を迎えます。記念イベント開催を予定。

毎週日曜朝６時から

４

地産地消推進事業

Pick Up



４

令和7年2月1日の市制施行70周年を市全体で祝うため、あつ
ぎ愛があふれる新たなあつぎの実現に向けた記念事業を実施し
ます。

市制７０周年記念事業 新規

Pick Up

厚木市制７０周年記念ロゴマーク、キャッチフレーズ



このまちに眠っている様々な可能性を掘り起こし、
市民の皆様が住んで良かったと感じられる魅力あ
ふれるまち、お一人お一人が誇りを持てるまちと
して磨き上げ、全国、全世界から憧れを抱かれる
まちづくりに取り組んでいます。

・子どもたちの食環境を支える
・地域にやさしい交通環境の整備
・高齢者の外出機会を確保
・郷土愛で新たな厚木をつくる
・「県央姉妹都市構想」を推進

など



ふるさと厚木のたすきを未来へつなげれるよう、
今年度から新たなまちづくりの方向性を定める計画
（総合計画）の策定に取り組みます。

自治会長の皆様が抱いている

これからの厚木市への思いを
お聞かせください

意見交換内容
・地区の良さ（未来に残したいまちの誇り）
・これからのまちづくりに必要なもの（こうしたらもっと良くなる）
・未来の厚木に期待すること
・自治会活動を通じて感じていること など




